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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・藤井　孝蔵様～妄想に左右され、情動不安定となっている。本日昼よりコントミン（25）２錠　１×昼・夕　４日分追加処方となる。シアノコバラミン点眼薬１本処方。

・東野　愛様～便秘時の継続指示薬、センノシド（12）　５回分処方。

・高見　利雄様～便秘時の継続指示薬、センノシド（12）　５回分処方。

・塩倉　一輝様～便秘時のIFオーダー追加と、継続指示薬、センノシド（12）　５回分処方。スマホの使用について、家族への通話とメール許可。
・安達　貴浩様～胃痛時の継続指示薬、つくしＡ・Ｍ配合散　１０回分処方。

・小笠原　久年様～不穏時の継続指示薬、リスパダール（１）　３回分処方。

・山本　真智子様～不穏時の継続指示薬、リスパダール（0.5）　７回分処方。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放中に他室侵入して迷惑行為あり、早めに開放観察を終えている。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。昼食後から、落ち着かなくなるかもしれないから不穏時の頓服薬の希望あるが、不穏状態では無い為、継続指示使用は見送っている。16:30次第に体動激しく断続的に大声を発する状態となり、継続指示レボトミン錠50㎎　1T内服している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・藤ケ森　淳様～身体拘束中。9：00～17：00開放観察。日中落ち着いて疎通とれ、食事や排泄時、拘束一時解除しても特に問題行動なし。再拘束にも拒否なく応じられている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・塩倉　一輝様～ホールにて他者交流し過ごされている。不穏・興奮や逸脱行為無し。

・小笠原　達夫様～ユニット内を徘徊、他室侵入し他患者様のベッドで休もうとしている事あり。介入に対し易怒性はない。帰宅要求や他者トラブル無く落ち着いている。

・大橋　ミサ様～ユニットドアが開くと出ていこうとすることあり。スタッフ介入への易怒性は無い。

・戸田沢　輝子様～車椅子にてホールにて過ごされている。常時閉眼しており、スタッフの声掛けには時折小声で返答されている。

＜措置入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～他者を気にして被害的な発言が見られる。精神不調時には頓服薬にて対応し、直接的なトラブルは無い。

